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ファッショニング愚マラガシイ
一一マダガスカル＠ファッションと近代的身体の形成
はじめに
マダガスカルはアフリカ大陸の東に位置
し、パオパブ、や原猿に代表される独特の生
態環境で知られる島である。マダガスカル
と近代ファッションという取り合わせは、
意外に思われるかもしれない。しかし、近
年、マダガスカルでもミス＠コンテストが
人気をよび、若手デザイナーがおくりだす
最新ファッションが話題になっている。そ
もそもマダガスカルをふくめたアフリカ地
域の人々のお酒落好きは、今に始まったこ
とではない。しかしアフリカの人びとの着
る土着の衣服は、西洋世界の衣服と対比さ
れ、民族衣装というカテゴリーに分類され
ている。
「民族衣装」という言葉は、その衣服が
纏っている時間やそれを着る人びとの個性
を隠蔽してしまう。現実のアフリカに、
「民族衣装j というカテゴリーにうまく当
てはまらないような西洋風の衣服が見いだ
されたとしても、それらは西洋化あるいは
近代化の結果として派生した非アフリカ的
なもの、あるいは模倣によって歪められた
疑似西洋的なものとして排除され、無視さ
れてきた。一方、「民族衣装J のうちに
いだされる変化は、西洋化による伝統文化
の衰退、化学染料の導入による染織技術の
喪失と諮られる。アフリカの衣服が賞賛さ
れるのは、多くの場合、自然素材のすばら
しさ、自然を利用した巧みな「伝統J の技、
大らかで素朴なデザイン、すなわち「野
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生J の美による。その賞賛の陰で、アフリ
カの衣服は秘かに普遍的なコスチュームと
しての西洋の衣服と対比され、大都市に展
開するファッションという「文明J の美や
洗練あるいは虚栄や醜悪と対置させられて
きたのである。しかしアフリカが西洋とお
なじ近代という時間を生きてきたのであれ
ば、そこに見いだされる衣服の変化もまた
ファッションとして捉える視点、が求められ
よう。
本稿では、近代マダガスカルにおけるフ
ァッションの変化とその政治＠経済的背景、
そしてファッションが「成形する（fash-
ioning) J近代的身体の問題について考察
したい。
しファッション研究と民族＠民俗衣装
西欧近代のまなざしのもと、「普遍的な
衣服」としての西洋服とその了時とともに
変化するスタイルJ としてのモード＠ファ
ッション、それとは対照的な「ローカルな
衣服Jすなわち「時のとまったスタイルJと
しての民族＠民俗衣装という区別が生まれ
た。衣服をめぐる研究が、ごく最近まで西
洋服飾美術史研究と流行現象としてのモー
ド＠ファッション研究、そして伝統的な民
族＠民俗衣装研究という三つの分野で進め
られてきたのはこうした理由による O 1) 
モード＠ファッション研究は、大きく四
つの時期からなる。第一期は19世紀末から
20世紀初頭から始まる。この時代、ウェブ
レンやジンメノレ、ブリューゲルらが、社会
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学や社会心理学の視点、からファッションを
論じた（Veblen1899 ; Simmel 1950, 
1971a, b, c; Flugel 1930）。ウェブレンは、
流行が上の階層へ上昇しようとする志向と
下の階層を排除する意思によって、水が上
から下へ滴るように社会階層の上から下へ
波及していくという「滴り理論」で知られ
る。そこにおいて流行の婦人用ドレスは、
ブノレジョワ階級の地位を誇示するために消
費されるだけではなく、女性を男性に隷属
させるものであると捉えられた。ジンメノレ
もまた、ファッションは他者との差異化願
望と他者との結びつきを求める画一化願望
との解消できない緊張関係に基づき、生理
学的快楽への欲求をみたし、他人の視線を
奪いとることによって日常生活に権力関係
をつくりだすものであると論じた。こうし
た初期のファッション研究において、流行
の衣服は工業化が進んだ近代都市社会の浅
薄さや退療を象徴するものとして捉られる
傾向にあった。
ファッション研究の第二期は1950年代か
ら60年代にかけて、構造主義や記号論のな
かから生まれた。バルト、リーチ、サーリ
ンズ、レヴイエストロースらが、衣服の体
系を分析し、身体装飾のコードと意味、そ
れに基づくパブォーマティブ＠ストラテジ
ーについて論じた（Barthes1957 ; Leach 
1958; Lるvi“Strauss1966）。 80年代にべ口
一、リュリーらがまとめた衣装体系につい
ての研究は、この流れを汲んでいる（Per岨
rot 1994 (1981) ; Lurie 1992 (1981）。
は1970年代から80年代の、ブノレデ
ュー γボードリヤーノレらによる現代社会論
や消費社会論からポスト＠モダン文化論へ
と続く議論におけるファッション論である
( Bourdieu 1984 ( 1979) , Baudrillard 
1981 (1972））。一方、この時期、歴史学で
は、近代における国民国家の形成やそれに
伴う r伝統の創造」が注目されていた。そ
こにおいて、コーン、シュナイダー、ワイ
ナーらが、ナショナノレ＠ドレスやエスニツ
クあるいはブオークロアの文化伝統の象徴
としての民族＠民族衣装の社会的および政
治的な意味を検討した（Weiner and 
Schneider 1989 ; Eicher 1995）。しかし、
非西洋世界の「伝統的」衣服としてのエス
ニック＠ドレスが本格的にモード＠ブアツ
ション研究の視野に入ったのは1980年代以
降、とくに90年代に入ってからのことであ
る。
1990年代に入ると第三期に提起されたフ
ァッションと致治、ファッションと権力、
ファッションと社会＠文化資本といった問
題は、カルチュラノレ＠スタディーズにおけ
る対抗文化としてのストリート＠ファッシ
ョン研究やクレイク、ホランダー、ブイン
ケルシュタイン、ブァス、パーンズ、アイ
チャーらのジェンダーに焦点、をあてた衣服
のポリティクスをめぐる議論へと発展した
(Craik 1994 ; Hollander 1980, 1994; 
Finkelstein 1991, 1996; Barnes and 
Eicher 1992）。第四期にあたるこれら一連
の研究は、ブーコーの権力論を踏まえ、衣
服をヒトの身体を社会的身体に「成形J す
る装置のひとつとして捉え直すことによっ
て、権力と身体、身体とファッション、フ
ァッションとアイデンティティについて考
察するものであった。こうした状況の中で、
これまでエスニックあるいはブオークロア
という名称の下に「時間のない衣服J とし
てカテゴリー化されてきた非西洋世界の衣
服が、あらためてファッションとして挺え
直された。それとともにパリを中心とした
モードの世界そのもの、そしてそこにおけ
るエスニツクやブオークロア、トライバル
と名づけられたそードと民族衣装を連続的
したものとして捉えるファッション論など
が、アッシュ、ブリドン、ペンストックら
により編集された（Ashand Silson 1992; 
; Brydon and Niessen 1994; Benstock 
and Ferriss 1994; Eicher 1995）。 90年代
にベノレグ（Berg）の編集で発刊された雑
誌、ファッション＠セオリ (Fashion 
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Theory）は、服飾史、社会学、カルチュ
ラル＠スタディーズ、文化人類学の視点を
包括した広範な議論を掲載している。
さて、こうした一連のファッション研究
において、マダガスカルの布や衣服は、ほ
とんどといってよいほど取り上げられるこ
とはなかった。マダガスカルの布や衣服の
研究で注目されるのは、フィーリ一二ハ
ニクとマック、吉本らの研究である。フィ
ーリ一二ハーニクは「マダガスカルにおげ
る布と桓先創造J という論文において、マ
ダガスカル西部のサカラヴァの猿霊儀礼に
おける布の役割をとりあげ、霊媒の身体を
通して語ること（言葉）と着ること（衣
服）が祖先の霊のアイデンティティと正統
性を確定するものとなっていることを論じ
ている（ブィーリーニハーニク 1995 
(1989））。また、マックはマダガスカルの
布の生産技術と服飾史について数冊の本を
著している（Mack1986, 1987, 1989）。吉
本は、マダガスカルにおける織機の地域偏
とくにマダガスカル独特の屈定綜統式
織機のメカニズムについて分析している
（吉本1994）。また、堀内は野蚕の絹織物
生産を報告している（堀内 1999）。
2 0 マダガスカルの伝統的スタイルと織物
マダガスカルは、早くからアフリカ東海
岸とインドあるいは東南アジアを結ぶイン
ド洋の交易ネットワークの一端に組み込ま
れ、インドネシアやアフリカからインド洋
の季節風と海流を利用して移民が到来した
と考えられている。島民の言語はオースト
ロネシア語族ヘスペロネシア語派に履する
マダガスカル語である。地方によって人種
的特徴や慣習、言語に偏差があり、大きく
17の民族に分類される（地図）。
マダガスカルへの最初の移民の到来は 6
世紀頃といわれている。マダガスカル北部
では、 9世紀から10世紀に遡るとされる
古の村落選構が発見されている。アフリカ
東海岸に都市国家が繁栄した時代、マダガ
スカルにアラブ商人が入植して輸出用の食
料生産をおこなっていたようである。 13世
紀には北西部および南東部の海岸部にアラ
ブ人の居住区が設立され、マダガスカル最
初のモスクが建立されたと伝えられる。し
かし16世紀にポルトガル人航海士がマダガ
スカノレを γ発見Jするまでの歴史は、まだ
あまり明らかになってはいない。したがっ
て、それ以前のマダガスカルの服飾につい
ての詳しい歴史的資料もほとんどない。
マダガスカルの伝統的な衣服は、ランパ
Oamba）とよばれる一枚布を非縫製のま
ま身体に巻つける衣型を基本とする（スタ
イル1）。エドモンズは中央高地の装飾と
衣服について論じ、ヨーロッパ人との接触
以前のスタイルは、猪やワニの牙で作った
装飾品、さまざまなスタイルに編んだ髪、
土着の織物を巻いた衣服であったと述べて
いる。土着の絹の衣服には、花柄の染色布
(valo幽haraka）、黒地にビーズの縁飾り
のついた揮（salaka）、デザインを織り込
んだ布（akotofahana）、黒に緑の縞の布
(akarijo tsy antsaha）、赤いシルクの帯
や緑と赤いシルクが織り込まれた茶色いバ
ナナの繊維布 (lamba開sarika）、多色の縁
が付いた白い綿布 (lambakolosy）、縁に
絹の多色の縞が織り込まれた綿布（<limy
soratra）などがあった（Edmonds1896 : 
471-473）。西海岸一帯に居住するサカラヴ
ァの男性の伝統的な衣服は、ランパの腰巻
(lambahoany, kitamby）であった。女
性は胸から膝下にかけて覆う胴巻（sa”
lovana, sikina）とショールェ屑覆い
(kisaly, salampy, lamba）そしてスカー
ブエ頭覆い（foloara kemba）を組み合
わせていた。縫製した衣服（ak(n) anjo, 
kazaka) 3lは「マラガシイの衣服」とは
別され、イスラムあるいは西洋の服と捉え
られている（フィーリ~ eハーニク1995:
128）。
マダガスカルの衣服素材には気候や土壌
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による偏差がある。中央高地では絹や木綿、
海岸部ではラフィアや樹皮繊維布が多く用
いられてきた。絹 (landy）は アンドゥ
リアマニタ（Andriamanitra）ともいわれ
る。アンドゥリアマニタは子申をさ
もある。メリナとベチレオのあいだ、では、
野蚕ランディべ (landibe＝大きな蚕）の
糸で織られるランパメナ (lambamena= 
赤いランノて）が、死体を包む屍衣として用
いられる。一方、 19世紀に中国から導入さ
れた輸入種の蚕ランディケリイ Oandikelyニ
小さな蚕）の絹布はショールや衣服など生
者の衣服に用いられる。木綿は南部地方を
中心に栽培され、ショールや揮、ベチレオ
の屍衣の素材となる。メリナは高機によっ
て木綿の広幅のシーツを織っている。東部、
西部の海岸部でもっとも多く用いられてき
た衣服素材はラフィアヤシ（rofia）であ
る。ラフィアの織物は、貫頭衣、筒状腰布、
ベットカバー、交易品などさまざまな用途
に用いられる 4）。サカラヴァは広幅のラフ
ィア布を、ショーノレや蚊帳にしている。サ
カラヴァにはライマサカ Oaimasaka）と
よばれる緋織りの技術があった。ライマサ
カは屍衣、部屋の間仕切りなどに用いられ
たが、 1970年代にはほとんど姿を消した 5）。
マダガスカル南東部を中心に、樹皮繊維
Oamba hafotra）で織られた衣服や揮が
みられる。羊毛の織物生産はフランス植民
地時代に、南東部のマハブアーリに導入さ
れた。おもに竪機で械鐙が織られている。
その他、マダガスカルにはサイザル麻やバ
ナナ繊維の織物もある。
土着の織り機には、地方によるバリエー
ションがあるが、多くは固定綜統と輪状整
経を特徴とする。織り技法は全島的に統一
性が高く、基本的に地組織はいずれも平織
りもしくはその変化型である。デザ、インは
に経縞である。さらに北部には経糸紋織
り、南部には緯糸紋織りがみられる。経糸
紋織の昼夜織技法は、メリナ、ベチレオ、
ベチミサラカ、サカラヴァに、浮織技法は
メリナの織物にみられる。緯糸浮織技法の
緯糸紋織は、メリナ、ベチレオ、アンタン
ドゥルイ、マハブアーリのあいだにみられ
る。とくにビーズを織り込んだ南部のアン
タンドゥルイやベチレオの織物が有名であ
る（吉本 1994: Mack 1986, 1989）。
にマダガスカルの近代化とラダマー
世の服飾改革
インド洋へのヨーロッパ諸国の進出と奴
隷交易の拡大は、マダガスカルの政治状況
を大きく動かした。 17世紀の中頃、マダガ
スカル南西部にサカラヴァ王国が形成され
た。王国は分裂しながら西海岸に沿って北
上し勢力を拡大していった。 18世紀初頭、
マダガスカル東部の海岸地域はヨーロッパ
の海賊たちの根拠地となった。そうした海
賊の血統をひくと伝えられるラツィミラフ
（設計similaho）のもとにべッチミサラカ
同盟が形成された。 18世紀後半から19世紀
初頭にかけて、ベッチミサラカとサカラヴ
ァがザンジパノレと同盟を組んで、コモロや
東アフリカ沿岸各地を襲撃した。一方、
央高地に台頭したイメリナ王国が18世紀末
に急速に勢力を拡大し、全島統一に向かっ
た。
18世紀末から19世紀初頭に生きた初代イ
メリナ王アンドゥリアナムプ千ニメリナ
(Andrianampoinimerina）の肖像画は、
シンプノレな腰巻きに大きなランパに槍とい
うスタイルで描かれている（スタイル2）。
交易でもたらされたヨーロッパの銀貨や金
は、そのまま、あるいは鋳なおされて身体
装飾品、腕輪などに用いられた。色とりど
りのビーズも好まれた輸入品である。 1822
年に描かれたイメリナ王国の将軍ラファラ
ラヒィ（畏afaralahy）の肖像画には、鮮
やかな模様織りの伝統的な豪華な布をまと
い、ピーズや動物の歯牙またはそれを象っ
た金属片で装飾された帽子をかぶ、り、宝石
をはめ込み金の歯牙型飾りを付けたベルト
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を巻き、牛の皮を張った盾と槍が措かれて
いる（スタイル3）。現在も、南部ノてラの
戦士たちは、同様のビーズ、や小安貝、動物
の歯牙で飾った帽子と牛の皮を張った震と
槍をもった儀礼衣装で踊る。
マダガスカルの人々の衣服が、土着の織
物をもちいた非裁断の巻き衣型スタイルか
ら西洋式の縫製衣服へ移行したのは、 1810
年から1828年にかけてイメリナ王国を統治
したラダマ一世の時代である。ラダマ一世
はイギリス人ハステイ（Hastie）を顧問
にむかえ、イギリスのロンドン＠ミッショ
ン（LondonMissionary Society）の援助
を得て国家建設を進めるとともに、フラン
スと結んでいた西海岸のサカラヴァ王国と
戦って全島統一を目指した。ラダマ一世は
軍隊に西洋式の訓練をするとともに、軍服
に西洋服を取り入れた（スタイル4）。マ
ダガスカルの近代は、このラダマ一世によ
る軍服と軍事教練の導入による近代的身体
の錬成からはじまったといえよう。このと
き導入された西洋風の軍服が、今日メリナ
の人びとがブアマディハナ（二次葬）に招
く楽隊の衣装、すなわちズボンに赤い色の
上着、腰に平日を巻き頭にカンカン帽をかぶ
るというスタイルのルーツといわれる（ス
タイル5）。
ラダマ一世は、英国製の緋色布のランパ
を身につけ、当時最先端の西洋ファッショ
ンを採用した。ラダマ一世が、尊敬するナ
ポレオンの姿を模した軍服姿でポーズをと
った肖像画が残されている（スタイル6）。
王が長い髪を独特の髪型に編む祖先伝来の
慣習を放棄することによって国家に災厄が
もたらされることを恐れた女性たちは、ラ
ダマ一世の断髪に反対する大規模な集会を
開いた。しかし、王の断髪は人々の反対を
抑さえて敢行された。これは、日本におい
て明治天皇が自ら断髪し洋装することによ
って、明治という新たな時代の到来を身を
もって示す50年ほど前のことである。
ラダマ一世の後を継いだラナヴアノレナー
世（RanavalonaI ）は、フランス人ラボ
ルドゥ (Jean-BaptisteLaborde）を顧問
にむかえ、スコットランド人キャメロン
(James Cameron）に命じて石造りの王
宮を建設させた。ラナヴァルナ一世はヨ
ロッパ製の布地のドレスの上に白いマダガ
スカノレ製ランバを巻いて謁見した。後にメ
リナの正装となる西洋服と白いランパのシ
ョールという組み合わせの源はここに辿る
ことができる。王権制度が整うとともに佼
階に応じて着用できるランパの色や柄が定
められた。近代マダガスカルは、西欧社会
ではすでに革命期に放棄されていた王権の
服飾規定を採用することによって、人々を
近代国家のうちに位置づけたのである。こ
の服飾コードの確立によって、王国の階級
制度は視覚化された。王侯貴族はさまざま
な色の縞柄のランパを着たのに対して、安
価な白や生成りのランパは平民や奴隷のも
のとされた。先に述べたように、マダガス
カルは東アフリカ沿岸を中心としたインド
洋西域交易圏の一角にある。この海域には
18世紀以来、アメリカの捕鯨船が進出して
いたO 1833年にアメリカとザンジパルが条
約を結び、それを契機に東アフリカ一帯に
アメリカ製の無漂白綿布が大量に輸出され
ていたのである（富永2001: 188）。
ラナヴァルナ一世の統治時代、 1835年か
ら36年にかけて、洗礼と宗教教育を禁止さ
れたロンドン＠ミッションはマダガスカル
を退去した。この時期、宮廷では一時的に
アラブ風ファッションが流行した。しかし
王伎を継いだラナヴアルナ二世は、 1869年、
大置を務める夫とともにキリスト教に改宗
した。 1874年には、女王に近づく者は“ヴ
ァザハ（vazaba、外国人、外国の）円の服
を着なくてはいけないという西洋服正装令
をだした。女王の離宮のあるアンプヒマン
ガは、アンタナナリプ（首都）のヴェルサ
イユとよばれた。首都では上流階級が最先
端の西洋服ファッションを取り入れた。一
般庶民もまた、西洋風の帽子を好み、流行
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柄のランパを楽しんでいたようである。＼
ユランは「土地の人々は縁が縞柄のランパ
を好むが、これにはファッションがある。
アンタナナリブではパリと同じようにファ
ッションが変化するJ と述べている
(Mullens 1875 : 138-139）。実際、ヨーロ
ツパとの接触によって、シルクやサテン、
ウールの布や縫製衣服 (lambazaitra）が
中央高地にもたらされた。人々は割礼儀札
で父が子を抱くときに赤や緑のシルクやサ
テン地に別の色を縁に縫いつけた布を使う
ようになり、その布を「子どもの父の衣
Oamban-drain-jaza) J と呼んだ。赤白黒
または緑などの 5本縞のウール地などで縁
に飾り縫いをしたキャリコ Oamban-
miakotso）も人気があった。また、アラ
ブから輸入されたターバン（hamama）、
「赤い雄牛の心臓（fan'ombimena) J と
よばれる赤いウールの円錐形の帽子、マダ
ガスカノレ製のマット織りの帽子を赤い輸入
布で覆い長いリボン状の布をつけた帽子な
どが流行した（Edmonds1896 : 473）。
一方、 1882にイギリス人宣教師ウィリス
の妻（MrsSelina Willis）が、アンプヒマ
ンガ（Ambohimannga）で貧しい女性た
ちの生活を助けるためにレース東日繰技術を
教えた。教会に集まる女性たちによって、
自生地に白糸でレース刺繍やカットワーク
利擁をほどこしたランパやテーブノレクロス
が作られるようになった。この刺繰は、後
にマダガスカノレの伝統工芸品の一つに数え
上げられるようになった。
ラナヴァルナ三世の統治時代は、日本の
鹿鳴館時代に重なる。そのころ臼本では昭
憲皇后が洋装することによって日本女性の
西欧化＠近代化の麗しいモデルとなるとと
もに、｛需教道誌の化身として表象され女性
の国民化に利用されていた（若桑 2001:
13）。プランス裂のローヤル＠ファッショ
ンと王冠という姿で謁見したラナヴァルナ
三世もまた、自らの身体をもって西欧化＠
近代化を表象し、熱心なキリスト教徒とし
て振舞うことによって、 i日イメリナ王国の
版図を越えたマダガスカル全島の女王とし
て君臨し、人びとを国民化するためのモデ
ルとなったといえよう（スタイル7）。
4. フランス植民地統治下における輪
入布の流入
1895年のプランスによるマダガスカル保
護領化以降、都市のエリート層のあいだの
みならず＼軍隊や警察、ミッション＠スク
ーノレのユニフォームを介して服飾の西洋化
はいっそう進行した。西洋服の古着は、カ
トリック教会や市場を通して売られた。メ
リナ王患の解体後、宮廷人の需要に支えら
れてきた譲雑な織物技術は衰退し、それに
代わって外国製の白や生成の綿布が大量に
流入した。
1898年に、アンタナナリブにマダガスカ
ル最初の美術学校（L色cole et Atelier 
d' Art Applique）が創設され、角細工の食
器、寄せ木細工、木彫家具＠置物などマ夕、
ガスカルの伝統的美術の教育が行われるよ
うになった。アンタナナリブに続いて、チ
ュレアール（Tulear）、アンノてニヒイ
(Ampanihy）他、各地に同様の美術工芸
学校が設立された。なかでもアンプシチャ
(Ambositra）校はマダガスカルの美術工
芸の振興に中心的役割を果たした。美術学
校では衰退したメリナの伝統的な織物技術
も教育にとりいれ、西欧から導入した化学
染料をつかつて、王宮の建築にみられる意
匠をモチーフとした「伝統的なJ織物を創
作した。こうしてフランスの植民地統治下
に、マダガスカルの「伝統文化J が洗練さ
れていった。
1937年のマダガスカルへの布＠衣料製品
の輸入状況を示す資料（Agence
Economique du Gouvernement General 
de Madagascar et Dependances 1940）か
ら、当時、人気のあった輪入布の種類と、
地方による稽好の違いをみることができる。
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それによると、タナナリブを中心とする高
地、タマタブを中心とする東海岸、マジュ
ンガを中心とする西海岸の三地域を通じて
もっとも需要が多かったのはフランス製の
白綿布と生成綿布である。カーキ色の平織
り綿布と色柄プリント綿布（キャリコ）が、
新しい流行でそれに次ぐ人気であった。
また、タナナリブを中心とする高地の西
洋服を着用する人びとのあいだでは、綾織
り綿布やズック布の需要が多い。注目され
るのは花柄、縞柄、格子柄変わり織綿布、
シュミーズ、クレトン、サテン、ゼフィ一、
ナンソークなどのさまざまな色柄プリント、
捺染和の人気である。また、テニス綿布、
フランネル綿布の赤、ピンク、青、縞も需
要が多い。ルーアン製のベルベット綿和は
中流階級に好まれた。とくに人気は格子縞、
赤、薄紫、青で、多色柄、花柄、古典柄も
好まれていたようである。さまざまな絹製
品も輸入された。高価なリヨン製のシルク
は、タナナリブで大きな需要があった。ほ
かにタッサ~.シルク、クレープ＠デ＠シ
ン、シルク eベール、人絹も輸入されてい
る。
タマタブを中心とする東海岸では中央高
地ほど多種類の布は輸入されていなしユ。フ
ランス製の厚手の生成綿布と白綿布、イギ
リス製やフランス製のカーキ色平織り綿布
と綾織綿布、そしてフランス製の色柄プリ
ント綿布ぐらいである。一方、マジュンガ
を中心とする西海岸ではとくに鮮やかな色
とけばけばしいデザインのプリント布が好
まれ、腰巻きとして使われていると記され
ている。また輸入品のリストには、キコイ
(Kikoy）、サリブラ（Saryboura）、ジホ
(Jiho）、カンガ（Kanga）、サムポ
(Sampo）といったアフリカ東海岸に多
くみられる衣服名が散見される。また、こ
の時代の重要な輸入品として帽子があげら
れる。とくにフランス製のフェルト幅とキ
ャスケットの需要が多いが、マジュンガ地
方ではムスリムの帽子タリブも輸入されて
しユる。
このような地方による輪入布製品のちが
いは、マダガスカル各地の服飾の地方的儒
差を明確にしていったと考えられる。中央
高地では、プランスのモードを取り入れた
西洋服が流行した。女性のファッションは
クリノリン＠スタイルから短めのスカート、
そしてスーツへと変化した。上流階層の人
びとは、こうした西洋服のうえに白い絹や
綿の布に自の織り模様あるいは刺編を施し
たランパを纏うことで、自無地のランパを
用いる一般の人びととの違いを示そうとし
た（スタイル8）。このように中央高地の
人びとが西洋服に白いランパ、ベルベット
のリボンを巻いたストロー＠ハットという
都会的なおしゃれを正装とするようになっ
たことは、インド更紗やフランス製のプリ
ント地の腰巻きに蘭革で編んだ縁なし帽を
用いる東海岸の人びととの差異を強調する
結果になった。一方、西海岸地方の人々は、
鮮やかな色彩で花模様などが描かれた輪入
プリント綿和の腰巻きとショール（肩布）、
あるいはそれにスカーブ（髪覆い）という
ように二枚または三枚のプリント布を組み
合わせ、高貴な女性たちは下に西洋風のブ
ラウスをきた（スタイル9）。古くからム
スリム文化の影響が強い北西部や南東部で
は、裕福な男性の服飾としてザンジパルの
スワヒリ茜人や中近東のムスリム風のジョ
ホとよばれる長い上着にターバン、あるい
は布製縁なし帽というスタイルが浸透した
（スタイノレ10）。
こうしてフランス植民地統治期における
本国と植民地という政治的な力関係の下で、
マダガスカルは西欧諸国の機械織り布の輸
出市場として資本主義経済の周縁に位震づ
けられるとともに、パリを中心としたモー
ドの世界の周縁にも位置づけられた。輪入
布はマダガスカルの人びとの日常着として
浸透したが、それと平行して、メリナの高
度な織物技術や、インドネシアとの共通性
を指摘されるサカラヴァの緋織り技術は急
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速に失われていった 6）。一方、死者を包ん
で埋葬するための屍衣には依然として高価
な土着の山繭の絹織物が使われ続けた。昔
の屍衣は実際に真紅であったといわれるが、
現在の屍衣は必ずしも色が赤いわけではな
い。この場合、メナは豪華といった意味で
使われている。かつてランパメナは王の特
権的な衣服でもあった。しかし王権の廃止
と輪入布の流入によって、ランパメナと普
通のランパという対比は、死者と生者の対
比として受け取られるようになった。その
結果、山繭製絹織物には屍衣イメージが付
した。
もともとマダガスカルにおいて、生者の
世界と死者の世界は必ずしも分離されては
いない。とくに西海岸一帯では猿霊儀礼が
さかんで、死者は霊媒を介して聖者とコミ
ュニケーションをとる。昔の王霊が濃いた
霊媒は、王が生前女子んだスタイルの衣服を
身に纏って人びとと対話する。それぞれの
王の衣服はアイデンティティと切り離せな
い。王の祖先の儀礼をおこなうとき、縫製
した服を着ることはタブーである。西洋的
な上着、下着、ズボン、ベルト、靴、縁の
ある帽子はすべて禁じられ、男女とも縫い
目の無いランパを体に巻きつけるのみであ
る（ブイーリー＠ハーニク 1995 : 132）。
植民地時代の輪入布や西洋服の一般化によ
り、マダガスカルにおける生者の世界と死
者の世界は、身に纏う衣服の違いによって
区別されるようになり、身体的連続性は分
断されることになったのである。
また、大量の輸入布とその普及は、布を
扱うインド商人のマダガスカル各地の都市
への移住と経済力の拡大をもたらした。イ
ンド系移民は同郷で同カーストの成員との
結婚を規範とし、インド本国の生活習慣を
保持することによってマダガスカルの人び
とと一線を画している。プランス植民地期
におげるマダガスカル在住のヨーロッパ人
とインド人の増加は、マダガスカルの人び
とにヴァザハ（外国人）とマラガシイ（マ
ダガスカル入）という対立意識を醸成させ
た。それとともに、マダガスカルのファッ
ション産業（布の生産＠輸入、縫製、流通、
販売）は、おもにそのプランス人とインド
人というヴァザハに掌握されるという経済
構造が形成された。
そうした状況の中で、中央高地のメリナ
の人々がイメージするマラガシイの服飾と
して、スーツのような西洋服に縞柄や刺繍
のついたランパを肩からはおり、カンカン
梧をかぶ、るスタイルが定着していった。一
方、植民地政府が現地警官向けに採用した
ユニフォームは半ズボンである。成人男性
の半ズボンは、アフリカ探検用のサファリ
＠ルックのように非西欧社会の非日常的状
況で例外的にしか着用されない。むしろ20
世紀の西洋社会において、半ズボンは成人
の服と区別される子供服の一つのスタイル
として定着した衣服である 7)。西洋服を基
盤としながらも、その過剰あるいは欠如に
よって特徴づけられるマダガスカル＠スタ
イルの衣服は、植民地的アイデンティティ
や植民地的身体の形成と不可分に結びつい
ているといえよう。それはまた、フランス
文学に現れるロマンチックな南国の楽園か、
野蛮人が住む殺伐とした流刑地として表さ
れるマダガスカルの表徴とパラレルである。
ム独立後のマダガスカルとマダガス
カノレ＠ファッション
1960年、マダガスカルはプランスから独
立したが、西欧とりわけフランス指向のフ
アションは植民地時代と大きくは変わらな
かった。ただし社会主義政権下でコトナ
(COTON A）やソテマ（SOTEMA）な
どのテキスタイル工場が国省化され、国内
産の機械織り布が普及した。
中央高地の女性たちのあいだには、ワン
ピースやスーツと帽子というスタイルが普
及した。一方、臨海岸一帯の女性たちのあ
いだには、ブラウスとスカートあるいはワ
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ンピースのほかに、東アフリカ沿岸のスワ
ヒリ系の人々のあいだで広く用いられてい
る格言入りプリント綿布カンガ（腰巻討
を縫製したブラウスと組み合わせるスタイ
ルも広く見られるようになった。諺や格言
のプリントっきカンガの流行は、ザンジバ
ルに始まるといわれる（富永 2001: 160 
-163）。マダガスカルではキリスト教の浸
透にともなって、アルファベット表記され
たマダガスカル語で聖匂を織り込んだ織物
が織られていたが、カンガにもさまざまな
諺がプリントされるようになった。初期は
インド製であったが、やがてコトナやソテ
マの国産プリント＠カンガがとってかわっ
た。
マダガスカルのファッション界に顕著な
変化がみられるのは、 1980年代末以降であ
る。 1986年以来、政情が不安定であった88
年から92年を除いて毎年、マダガスカルの
テキスタイル関連業者が集まってファッシ
ョン＠ショー「マンザ」を開催している。
1990年代に入ると、フランス資本のエプシ
ロン（Epsilon）のユニフォーム生産工場
やインディゴ (indigo）のジーンズ工場な
どを始めとする欧米資本の大規模なテキス
タイル工場がマダガスカルに再進出した。
アメリカ資本の世界的企業であるポロ
(Polo）がソテマの一部を買収してマジ
ュンガに縫製工場（Polo Garment Ma剛
junga）をつくった。ノノてニット（No-
vaknits Madagascar）ではカシミアのニ
ット製品が生産されるようになり、インド
洋地域のモダン＠テキスタイル産業の中心
であるブォルマコ（FORMACO）もマダ
ガスカルに進出した。マダガスカルの安価
な労働力を利用した輸出用衣料の生産は、
マダガスカルの人びとのあいだ、にも世界的
なモードの泊費を促す結果になった。モデ
ル＠クラブもでき、ビューティー産業も急
速に発展した。マダガスカルの人々の多く
がクリスチャンであることから、純白のレ
ス地のロング＠ドレスにベールというウ
エデイング＠ドレスをはじめとするさまざ
まな新作ドレスを発表するブライダル産業
も成長した。若者たちは、ジーンズとTシ
ャツ、ミニ＠スカートにキャミソールとい
う世界共通の若者ファッションを身につけ
るようになり、ランパや帽子、腰巻やショ
ール、スカーブなどは田舎臭く夕、サいと見
なされるようになった。
ミス＠アンタナナリヴ（MissOliravina 
Tana）をはじめとするミス＠コンテスト
が首都をはじめ各地でおこなわれるように
なった。アンタナナリヴのミス＠コンテス
トでは、水着、イブニング＠ドレス、民族
衣装という三種類の服を着て審査が行われ
る。このとき民族衣装として着用されるの
は、スーツにランパ、ドレス・にカンカン帽
というスタイノレである（スタイル11）。こ
れは民族音楽家たちの舞台衣装と共通して
いる。彼らの衣装を特徴づけるのは、フラ
ンス植民地統治時代に中央高地のメリナが
好んだランパ、帽子、日傘とフロック（長
い丈の男性用上着）である。このノスタル
ジックなスタイルが、アンタナナリヴにお
ける公的なマダガスカル＠スタイルのーっ
となっている。マダガスカルの主要産業の
一つであるツ…リズムにおける広告写真も
また、豊かな自然とならんでこの古いメリ
ナ＠スタイルの衣装に「マダガスカルの伝
統J という新たな価値を付与している（ス
タイル12）。
90年代に入ると、マダガスカル人のデザ
イナーやモデルが世界的なモードの舞台に
も進出するようになった。デザイナ…ズ＠
ブランドも次々と生まれた 8）。今日、マダ
ガスカル人デ、ザ、イナーが作り出すモードに
は、世界に通用するインターナショナルな
モードへの志向と、マダガスカノレのオリジ
ナノレなモードへの志向というこつの方向性
が見いだされる。人気デザイナーのうち前
者の代表がファリイ（Faly）、後者の代表
カまカラス（Kala’S）といえよう。カラス
が2000年に発表し話題となった作品は、マ
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ダガスカノレやアフリカのイメージを強調し
たものである。カラスは、南部マダガスカ
ルの墓標に見られる牛のデザインや幾何学
模様をスカートやパンタロンに配し、ラフ
ィアの装飾で首や腕、足首を飾るモード、
ジュートやジョホ (joho、絹とラフィアの
混紡）に伝統的な織物柄をほどこしたチョ
ッキ、アフリカの泥染め布地のデザインと
大きな帽子を合わせたスタイルといった、
いわゆるエスニック eシックな作品によっ
て、マダガスカル＠スタイノレをエレガント
な最新モードに昇華することに成功した
（スタイノレ13）。
結び、
近代マダガスカルのファッション史は、
ラダマ一世の服飾改革に始まった。王の断
髪、洋装は、 E本の明治維新におけると同
様、軍隊組織の形成や教育機関の設立と平
行して行われた。マダガスカルの伝統的な
衣服である無縫製の一枚布からなるランパ
から、縫製した西洋服への移行は、そのま
ま国民としてのマダガスカル人、すなわち
マラガシイとしての近代的身体の成形に伴
うものであった。
先に述べたように、マダガスカルの工芸
品や染織品、刺繍などはフランス植民地時
代に技術が向上しスタイルが洗練された。
複雑な模様織の技術は一時ほとんど絶えた
が、近年、再び復刻された。こうした「伝
統的J織物の製作にあたってつねにマダガ
スカルの「正統J な意匠として参照されて
きたのは王宮建築の装飾である。しかし王
宮の装飾には、イメリナ王国が伝えてきた
意匠のみならず、ラナヴァルナ一世のアド
ノてイザーであったプランス人ラボルドゥが
インド美術のさまざまなデザ、インからイン
スピレーションを得て考案した「オリエン
タルJ な意匠も含まれているといわれる
(Mack 1989 : 56-58）。明治期の日本で
キョッソーネらが γ古い文化をもっ日本イ
メージJ （若桑 2001: 381-382）の創造
に貢献したと同様に、「古い文化をもっマ
ダガスカル＠イメージJ もまた、西欧オリ
エンタリズムの眼差しのもとで導入され、
選択され、あるいは創りだされた技術や意
匠などに支えられてきたのである。
西洋化が阜く進んだ、中央高地において、
西洋服の上にランパがショーlレのように羽
織られ続けたのは、こうした「吉い文化を
もっマダガスカル＠イメージJへの憧環が
あったためと考えられる。ランパの素材は
土着の織物から輸入布に代わる一方で、ラ
ンパという形式そのものがマダガスカル的
なるものの象徴となったといえよう。マダ
ガスカル語の織るという動詞（ママハナ
mamahana）の語根はfahanaである。マ
マハナには、食事を与える、援助する、人
を復活あるいは再生させるという意味もあ
る。ランパの横糸（ブアハナ fahana）に
は、子どもへの滋養物、贈り物、王から臣
民への祝福、生命の維持、援助という意味
もある（ブイーリー＠ハーニク 1995: 
135）。ランパは、西洋化とともに獲得され
た近代的身体にマラガシイの生命を与え続
けるものだったのである。
ファッションは、軽やかな差異の戯れの
なかに多重的な意味を織り込みながらスペ
クタクル的に展開する。あるスタイルのフ
ァッションを身につけることは、そこに織
り込まれた価値や思想、を身に纏う身体を成
形することにはかならない。新しいマダガ
スカル＠モードの生成は、現代における西
洋世界とアフリカそしてマダガスカル、マ
ダガスカルのなかの都市と地方といった中
心と周縁の対立に伴うさまざまな権力関係
のなかで、新たな身体を創造する試みなの
である。今日、マダガスカル人デザイナー
たちは、世界へ発信するそードの創造をと
おしてマダガスカル人工マラガシイとして
のアイデンティティを模索している。その
ためにラフィアや野蚕といったマダガスカ
ルの自然素材、南部の墓のモチーフが改め
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て見直されている。しかし多くのマダガス
カルの人びとにとって、今や野蚕は屍衣の
イメージと、ラフィアは田舎の粗野な服の
イメージと強く結びついている。そのため
海外の人びとには洗練されたマダガスカル
＠スタイルとして受容されるモードが、マ
ダガスカルの人びとには受け入れられ難い。
それでも少しずつ山璃やジョホ、ラフィア
といった自然素材を使ったドレスやショ
ルをあつかう高級ブティックが増えつつあ
る。しかし、マダガスカル＠モードが「自
然J素材を強諒することは、西洋の「文
明J に対してマダガスカルを γ自然J さら
には γ未開J の側に位置づけるようなイメ
ージ化に荷担することにもなりかねない。
さらにマダガスカル南部の墓のモチーフを
用いたマダガスカル＠エスニックの創造は、
ファッションの中心である中央高地の γ都
市」に対して南部地方を γロー カノレJ とし
て改めて位霞づけ直すことでもある。そこ
に新たな権力関係が作り出される。
一方、 2000年の若者たちのストリート＠
ファッションとして注百されたのは、つい
最近まで困舎者を示す衣服の代名詞のよう
に思われてきたランバや帽子であった。ラ
ジオやテレピの普及は、こうした都会のフ
ァッションをすばやく地方の若者たちのあ
いだにまで拡げる。若者ファッションは、
これまで海岸地方と中央高地、民族的なア
イデンティティによって分断されてきたマ
ダガスカルの人びとのあいだに独立国家マ
ダガスカルの国民として共有されるマラガ
シイ＠アイデンティティを生み出していく
のだろうか。マダガスカル＠ファッション
は、それを纏う人々の政治＠社会関係のな
かで生成し、またそれを新たに生成し直し
ながら、マラガシイという国民を成形（フ
ァッショニング＠マラガシイ）している。
7王
1）「伝統」という言葉が今邑のような意味でっ
かわれるようになったのは、過去2世紀間のヨ
ーロッパにおいてのことといわれる（ギデンス
2001 : 84）。日本のキモノ研究も時様の三つ
のカテゴリ一分類のなかで展開したが、これに
ついては改めて詳しく論じたい。また以下のフ
ァッション研究史概説では日本人の研究には触
れなかったが、服飾美術史、社会史、社会学な
どにおける研究があるほか、近年では鷲田によ
る哲学の身体論と結びつけたファッション論や
関本らの文化人類学と社会経済史を結びつけた
グローパルな規野にたった布研究などが注目さ
れている。
2）マダガスカルの民族意識はプランス植民地統
治以前の王国への帰属意識と居住地の地理的な
区分、慣習的な差異に基づいているが、民族の
数や区分は必ずしも明確ではない（深津
1985 : 208-209）。
3）アカンジョという言葉は、フランス語で蹄着
を意味するカンズ（canezou）から派生したス
ワヒリ語のカンジョ（kanjo）からきたといわ
れる（フィーリー＠ハーニク 1995 : 166）。
4）マハファーリの撃機によるウール・カーペツ
トの生産は、農薬による蚕の死滅によって不可
能になった絹織物に代わる新しい工芸品として
導入された。ウール＠カーペットのデザインは、
伝統的な織物に用いられてきた意旺ではなく墓
標の彫刻のモチーフをもとにしている（Mack
1989 : 20）。
5）ベチミサラカの男たちはラフィアの織物を縫
い合わせてつくった貫頭衣型のスモックを着る。
穀物商人たちは、この貫頭衣の首の部分を縫い
合わせて穀物袋にして利用した。近年、ラフィ
アの穀物袋に代わってビニール製の袋が出田る
ようになると、土地の人々はその袋に穴をあけ
て貫頭衣にし田植えなどの野良着に用いるよう
になった。
6）サカラヴァの耕はデザイン、技術ともにイン
ドネシアの緋織りとの類似性を指摘されている。
織り技法についてはラクトゥアリスアラらの論
文に詳しく述べられている（Heurtebize, G. 
and J. A. Rakotoarisoa 197 4）。
7）イギリスもまたインドにおいて、現地人警察
官や下級職員の制服にカーキ色のコットン地の
半ズボンを採用した。これは熱帯という気候の
みを理由としているわけではない。インドのイ
ギリス入植民地官吏の服に半ズボンは採用され
ていない。植民地政府による半ズボンの現地入
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l向けユニフォームの採用は、マダガスカルに限
らない。
8）マダガスカルのデザイナーズ＠プランド史は、
人きく二期に分けられる。第一期にはMinayo、
Mira do、Dj creation._ J obn’s、Joel A、H.
Raraivo、Debraら、第二期： Eala’S、Kati旬、
Maitrise de soie、Ciede Madagascar、Eric
Raisina、Hasina Andriamanalina、Haga-
main旬、 Loa、Rija、LucieBoncour ._ Oceane 
Vogueらが挙げられる。
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ABSTRACT 
Seiko 
In western eyes a distinction between western dress as“universal" clothing and 
ethnic or folkloric dress as “exotic門 costumeis generally assumed. The former is seen 
as undergoing continual change and is considered a subject of Dress Art History, while 
the latter is assumed to remain stagnant in style and is treated as a subject of Ethno幽
logical or Folkloric studies. However, we could view the historic background of this 
distinction itself, and reconsider ethnic or folkloric dress from an historical point of 
view. In this paper I shall consider the process of how fashion in Madagascar has de-
veloped in conjunction with western influence over a 200”year period, resulting in the 
formation of the modern body as Foucault defined. 
The transition in clothing styles from traditional wrapping styles fashioned from 
unsewn fabric called lamba to western types of dress in Madagascar began in the 
eighteenth century during the reign of Radama I of the Kingdom of Imerina in the cen帽
tral highland region. He had his hair cut in a weatern style and adopted western dress 
at the same time as he was fouding a European酬stylearmy and education system; in 
this way he contributed to the moulding of the modern body to fit in with the nation 
stage. During the period of French colonial rule, the fashion of wearing lamba over 
western suits prevailed in the capital, and imported cloth was introduced in the pro耐
duction of lamba. The image of a traditional Madagascar retaining its ancient culture 
was maintained at this time in the architecture of the royal palace, Which was de開
signed with a view of orientalism by a French artist. The ‘traditional’woven designs 
of the lamba, sometimes inspired by the motifs of sculptures within the royal palace, 
were protected, selected and developed by art schools. Since then, the custom of wear岨
ing lambαover western dress has become the quintessential Madagascar sty le, espe帽
dally in the area of the central plateau. We can understand that the westernized mod幽
ern body was vestde with the meaning of ‘Malagasy life’by the lamba. 
Fashions provide attractive spectacles through playing with differences, inter幽
weaving polyphonic meanings. To put on clothing means nothing less than to fashion a 
body with an expression of values and thought, which are contained in the style itself. 
In the 1990’s, some Madagascar fashion designers created what they called‘original 
Madagascar mode', using traditional motifs from sculptures on local tombs in south幡
町nMadagascar, and using the natural wild sil王andraphia native to Madagascar. This 
phenomenon highlighted the development of the Madagascar fashion industry, and 
showed the possibility of reinforcing the opposing impressions of west as“civilization” 
and Africa as“nature円.At the same time it helped to settle the opposition between the 
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center, the capital where those designers live, and the periphery, which provides local 
image sources. However, what is most important is that designing the modern Mada-
gascar mode might result in creating new bodies for Madagascar people with dress 
styles that transcend the deep-rooted differences among the people of a multi-ethnic 
nat10n state. 
